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	●１学期の部活動朝練習を廃止します。（３年生引退後）
	文部科学省は、教員の超過勤務時間を「月４５時間以内」とするよう各学校に求めています。しかしな
	がら、本校では、１学期の間、教員の勤務時間終了が１６：４５であるにもかかわらず、生徒の部活動の
	時間を保障するため、下校時間が１８時となっています。また、教員の勤務時間の開始は、８：１５であ
	るのに、７：３０から部活動の朝練習が開始されます。部活動の朝と午後の練習時間を確保するために、
	教員は、それだけで１日２時間の超過勤務となっており、ひと月の授業日数が２０日であれば、それだけ
	で月４０時間の超過勤務となります。当然、教員の仕事は部活動だけではないため、生徒が下校した後に
	仕事をはじめなければならない状況であり、今のままでは、文部科学省が求める超過勤務「月４５時間以
	内」という目標は、到底達成できません。
	そこで、本校では、１学期は、下校時間が１８：００であり、ある程度、午後の部活動時間が確保で
	きることから３年生の最後の大会が終了し、３年生が部活動を引退した時点から、１学期の部活動朝練習
	を廃止します。（上位大会に進出した部活動については、上位大会前の朝練習は校長判断で許可すること
	があります）この方針は、来年度以降も継続し、今後は、１学期の朝練習は廃止とします。
	２学期以降は、下校時間が段階的に早くなっていくため、午後の部活動時間が十分に確保できないこと
	から朝練習の実施を認めていきます。
	●通知表の所見欄を廃止します。（今年度から）
	学期末は、期末テストが終了するとその採点、成績処理、通知表への記入など教員の業務量が、最も増
	大する時期となります。その中でも、担任にとっては、４０人近い生徒全員の所見を記入することが大き
	な業務量となっており、学期末の超過勤務増大の大きな要因となっています。
	本校では、夏季休業に入ってすぐに、また、２学期後半にも、保護者を交えた三者相談を実施していま
	す。また、生徒と担任の二者相談は学期ごとに実施されており、この二者相談及び三者相談で通知表の所
	見に替えることができると判断し、本校通知表の担任と保護者の通信欄である所見を記入する欄を廃止し
	ます。
	教員の負担軽減には、保護者の皆様のご理解が不可欠です。どうか、本校の教職員が、ぎりぎりの状況
	の中で勤務していることをご理解いただき、ご協力をお願いいたします。
	なお、今後も教職員の負担軽減の面から学校の活動を見直していきます。

